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研究成果の概要（和文）：高温高圧条件における蛍光X線分析実験によって、多くの元素について、メルトや、メルト
と共存する水流体からの蛍光X線スペクトルの測定に成功した。水流体への分配は圧力とともに増大することを確認し
た。また、ルビジウム、鉛、ストロンチウムを用いた分配実験では、特に鉛は純水には多く分配されないが、塩水には
多く分配されることを確認することができた(現在、投稿中)。マントルカンラン岩中の流体包有物の塩濃度を測定する
 (Kawamotoほか、2013、米国アカデミー紀要)と同時に、塩水に微量成分元素がより多く溶けることが実験的に確かめ
られた意義は大きい。

研究成果の概要（英文）：Using a micro-focused synchrotron x-ray beam, in-situ x-ray fluorescence spectra a
re obtained from aqueous fluids and haplogranite or jadeite melts under varied concentrations of (Na, K)Cl
. Partition coefficients between the aqueous fluids and melts are calculated for Pb, Rb, and Sr. There is 
a positive correlation between the partition coefficients and pressure, as well as the partition coefficie
nts and salinity. As compared to the saline fluids with 25 wt.% (Na, K)Cl, the Cl-free aqueous fluids can 
only dissolve one tenth (Pb, Rb) to one fifth (Sr) of the amount of large ion lithophile elements when the
y coexist with the melts. In the systems with 13-25 wt.% (Na, K)Cl, the partition coefficients of Rb and P
b are greater than unity, indicating the capacity of such highly saline fluids to effectively transfer Pb 
and Rb.
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１．研究開始当初の背景 
従来、一般に水流体に溶けやすいとされる元
素（アルカリ元素、アルカリ土類元素）以外
にも、一般に水流体に溶け難いとされる元素
（希土類元素）は、スラブの脱水分解反応に
よってマントルウェッジにどの程度運ばれ
るのかは、固体地球科学の分野で重要な問題
である。それに答えるためには、高温高圧条
件での微量成分元素の水流体への溶解度を
測定することが必要となる。そのような実験
的アプローチによって、水流体が地球内部物
質の化学的分別に与える影響を定量的に見
積もることは重要である。 
 
２．研究の目的 
水流体やマグマ中の微量成分元素濃度を高
温高圧条件においてその場観察するために、
ダイアモンドアンビルセル型高温高圧発生
装置、またはマルチアンビル型高温高圧発生
装置と、放射光 X 線源を組み合わせる。水流
体やマグマ中の微量成分元素の蛍光X線スペ
クトルを採集する。本実験により、沈み込む
帯マントルウェッジに存在する水流体やマ
グマの微量成分化学組成の特徴を理解する。 
 
３．研究の方法 
水流体とメルトをダイアモンドアンビルセ
ル型高温高圧発生装置、および、マルチアン
ビル型高温高圧発生装置内で高温高圧条件
におき、放射光 X線を照射し微量成分元素の
蛍光 X 線スペクトルを採集することにより、
水に富む流体とマグマの間の微量成分元素
(鉛、ルビジウム、ストロンチウム、セシウ
ム、バリウム、希土類元素)の分配を、広い
温度・圧力範囲で観察する。 
 
４．研究成果 
高温高圧条件における蛍光X線分析実験によ
って、多くの元素について、メルトや、メル
トと共存する水流体からの蛍光X線スペクト
ルの測定に成功した。水流体への分配は圧力
とともに増大することを確認した。また、ル
ビジウム、鉛、ストロンチウムを用いた分配
実験では、特に鉛は純水には多く分配されな
いが、塩水には多く分配されることを確認す
ることができた(現在、投稿中)。マントルカ
ンラン岩中の流体包有物の塩濃度を測定す
る (Kawamoto ほか、2013、米国アカデミー紀
要)と同時に、塩水に微量成分元素がより多
く溶けることが実験的に確かめられた意義
は大きい。 
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